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免 疫 機 能 制 御

客員教授 韓 鋭
⑩ 研究概要

本部門では和漢薬が担癌機体の免疫機能に た いす
る作用 と癌にたいす る化学予防作用 を研討 し且つ
和漢薬の癌細胞に対す るapoptosis誘導 と cell
communication に対す る 影響 と癌の侵潤 と 転移

と の関係 を究明す る事を 目 標 と し て い ます。 本年
度は主と して下記の通 り 研究を続けて い る 。

1 )  数種類の漢方薬 と 植物成分の癌細胞の増殖抑制
と 侵潤， 転移 に対す る 影響の研究.

2) Harringtonine， homoharringtonine が 人 前
髄 白血病細胞HL・60に た いす る apoptosis誘導 と

そ の機作.
3 )  丹参 と 五倍子の有効成分の癌 に対す る化学予防

作用 と抗酸化作用.
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